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が遅い個体での曲がりが多くみられた。 2～ 4本では,曲
1 は じ め に

がり1帥以内の比率が90%前後となる。このうち,4本の

ネギ移植栽培での葉鞘部湾曲 (曲 がリネギ)の発生原因  平均調製葉鞘径は1 7cI,同偏差は02と なり,標準的な葉

は,定植時の斜め植えである。セルメ型苗・連結ペーパー  鞘径15～ 2 0cllの範囲内であった。このため,収穫時の 1

ポット移植等では斜め植えに加え,定植時のセル 1穴当た  株当たり本数が 4本であれば曲がりが少なく,さ らに標準

り (以下「 1株Jと 記す)の ネギ本数が多い場合に発生す  的な葉鞘径のネギが収穫可能となる (表 1)。

る。                             表 1 本数ごとの葉鞘径湾曲率 (1994年 11月 10日 )

本報告は,ネ ギの省力育苗 。移植作業技術を確立するた

め,セ ル成型苗機械移植栽培において,葉鞘部湾曲発生頻

度を検討し,葉鞘部湾曲が少ない 1株当たり本数,植付角

度を明らかにした。

2試 験 方 法

■)試験条件

圃場 :秋田農試転換畑初年目 (前作水稲無代かき移植)

土壌 :細粒褐色低地土

供試品種 :吉蔵 (コ ート種子)

供試移植機 :Mt社半自動移植機 NP-2改良型

供試育苗資材 :Y社セルトレイ25m角 (200穴/箱 )

Y社育苗培土

栽培様式 :条間100cl,株間10cm

土寄せ :4回

施肥量 (kg/10a)全量基肥 :N,P,06,K,0各 30

0)本数 平成 6年 (1994年 )

1)試験区構成 (収穫時の 1株当たリネギ本数)

1～ 6本 (植付角度90° (直立)のみ調査)

2)耕種概要

播種 :4/13 定植 :6/8(56日 育苗) 収穫 :H/10

13)植付角度 平成 7年 (1995年 )

1)試験区の構成 (植付角度)

90° 75° 60° 45° 3ぴ (以上手植え)

機械移植 (対照区,植付角度無修IEn

2)耕種概要

播種 :3/28 定植 :6/23(87日 育苗) 収穫 :11/24

定植時の苗質 :草丈224錮,本数48本 /セ ル 1穴
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12)植付角度

植付角度30° では定植直後から生育停滞傾向を示し,収

穫まで続いた。また 1株当たり本数も減少した (図 1～ 3,

表 2 収穫調査 (1995年 11月 24日 )
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3 試験結果及び考察

(D 本数

収穫時の 1株当たり本数が 1本では生育差が生じ,生育
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()は偏差

図 1 定植後の草丈・分岐長推移 (1995年 )
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定植後日数

図 3 定値後の葉鞘経推移 (1995年 )

表 2)。

調製後の葉鞘部湾曲程度は,植付角度60° 以上で出荷可

能割合が90%程度となった。 このため,葉鞘部の湾曲が発

生する植付角度は,∞
°

未満とみられる (表 3)。

供試移植機による移植作業では,植付角度∞
°
未満割合

が20%であり,移植したネギの手直 し力泌要となる (表 4)。

表3 調製後の葉鞘部湾曲率 (1995年 11月 25日 )

4 ま と め

以上の結果から,葉鞘部の湾曲が少ないネギを収穫する

ためには,収穫時の 1株当たり本数が 4本で,植付角度は

6ぴ 以上が求められる。供試移植機は,部品交換により裸

苗とセル成型苗の移植が可能なため,作業体系の幅が広が

る。
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表4 機械移植の移植精度 (1995年 )

注 1):直立植えを9『 とする。
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